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［背景 ］地球環境の 悪化が問題 とな っ て い る現代、化 学物 質の 影響は無視で きな

い 状 況に あ る。従来の 化学物質 の毒性 試験 法は単
一

の化 合物を対象 としてい た

が 、複数の 化学物質 に よる影響 を評価 するに は、よ り簡便 で 定量的な手 法の 開

発が必要で あ る。そこで 本研究 で は環境指標生物 の 中で ある ミジ ン コ （Llaphnia
magna ）に 着目 し、ミジン コ の 成長 速度の 定量化 を生 きたま ま行い 、化学 物質影

響 を評価するため の イメージ ング手法 を確 立 した。
［方法］（1〕従来法との 比較 ：24時間以内 に生 まれた ミジン コ （dayO）】0匹を 4日間

飼育し（day4）、その 間3種類 の 異なる 濃度の エ サ を与 えた。　day　Oとday　4各4匹

を 100 枚ずつ カ メ ラで撮影しミ ジン コ の 面積を計算 した。その 後従来法 に より

ミジ ン コ の 乾燥重量 を測定 し比較 した。（2｝化学物質 に よる成長 阻害 の評価 ：day
Oの ミジン コ 10匹を異なる濃度の Fenoxycarbで 4 日間曝露を行い 、上記 と同様に

ミ ジン コ の 面積を計算した。

［結果］（1）本手法で 得られる結果は従 来法 と同等に 高精度で 成長阻害を測定可能

で ある こ とが 示さ れ た。 （2）ミ ジン コ の 面積の 平均値はFertoxyearbの 濃度依存的

に 有意に 減少し、成長阻害を定量化する こ とが で きた。従 来は多数 の ミジ ン コ

を使用 し、その 乾燥重 量変化に よ り化学物質に よる成長阻害を評価 して い たが、
本研究に よ り曝露中の ミジン コ の写真を撮影する だけで 同等の 精度を持 つ 簡便

な測定方法が 確立 され た。 本手法を ハ イス ル ープ ッ ト化 する こ とに よ り、種 々

の 曝露条件にお ける化学物質影響を迅 速で 定量 的な計測 が可能とな り、複合 曝

露影響を評価する糸口 となる。
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【目的】　石油随伴水の 有効利用 を目的 に オ マ ーン国 由来分離源よ り好熱好塩性

微細 藻類の 探索を試み た 。

【方法】　オ マ ーン 国環境省の 許可を得て 、ラ グーン 、サ ブカ、塩湖等 に て 分離

源 を採取 した。塩分濃度 と培養温度の 組合せ で 集積 を繰返 した後、低速 遠心 分

離法 と平板法に よ る純化〆単離 を実施 した。
　単離 10株に対 し 、生 育条件（温 度、塩 分 濃度域 ）の 検討 と、形態観察や 遺伝子

情 報に 基づ い た系統解析 に よる 同定 を試み た。
【結果】 単雅藻株は 、歪適温 度域30−35℃が6株、40℃以上が 4株存在 し、うち

1株は50℃で の 生育 も確 認された。至適塩 分濃 度は 3−S％ −4株、10％＿3株 」 5％ ＿2
株、20 ％ 1株 で あ っ た。
　系統 解析 の結 果 、単細 胞性藍 藻 S株の うち 2株 は Euhalothece 属 と近 縁 で ある

もの の 相同性は 96％ と低 く、種 レベ ル で の 新たな系統群で ある可能性 も示唆 さ

れ た。
　 糸状性藍 藻4 株の うち 3株 は、GeitierinemaPt と近縁性が 示 され たが 、そ の う

ち 且株 の 相同性 が 9 置％ と低 く．属 レベ ル の新 た な 系統群 で あ る可能性 も示唆 さ

れ た 。も う 1株は螺旋形 態 を有す る Halospirulina属と比 較的高 い 相 同性 （98％）が

示 され た 。Hatospirutina属は H．　tapeticotaの 1属 1種で 構成 され るが、当該分離

株は至適温度が高い ため新規高温株の 可能性 もあ る。
　緑 藻株 1株は系 統解析 と形態観察 （L本鞭毛を有する）か ら Pedino 藻綱 に属す
る と推察され た。
　今後は新規性追求や 産業利用 に つ い て も検討 を実施す る。
　本研 究の

一
部は 国際石 油交流セ ン ターか らの 補助金 に よ り実施 され た 。
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1背景
・
目的 ］Acinetobacter　calcoaceticus　P23 は、コ ウキク サ （Lemna　miner ）の 根

圏 に付 着 する こ と に よ り、コ ウ キ クサ の 成長 を促進 させ る作用 を持 つ P）ant

Growth−PromDting　Rhizobacteria で あ る こ とが 示唆 され て お り、植生 浄化 の 効率

化、お よ び バ イオ マ ス 増 産へ の 応用が 期待され てい る 。 本研究で は、安定な コ

ウ キ ク サ ・P23 株共生 系を構築する こ と を 目的 として 、　 P23 株が コ ウ キ ク サ根圏
に付着する メカ ニ ズム の 解明を試み た 。
［方法・結果】無菌化 した コ ウキ クサ を、非滅菌池水、滅菌池水、お よ び A ＆ H 培

地で馴 致した 後、P23 株を懸濁 した A ＆ H 培地に移 し、　 P23 株の コ ウ キ ク サ根圏

へ の 付 着を試み た 。その 結果、滅菌池水、お よ び A ＆ H 培地 で馴致し た系で は 明

確 な P23 株の 付 着は確認されなか っ た が 、非滅菌池水で 馴致した系では 付着が

確認 さ れ た 。 また 、T−RFLP 法に よ り根圏に 付着した 細菌群 を調べ た と こ ろ、池

水に馴 致した 場合に、P23 株の 他に 池水由来と考えられ る細菌が 存在する こ と

が 明 らか となっ た。以 上 の こ とか ら、池水中の 細菌の 作用 に よ り、P23 株の コ

ウ キ ク サ根圏へ の 付着が 促進され る こ とが 示唆され た。

【は じめ に】
Staphylocoecus　aureus は院 内感染お よ び 市中感染に 関与す る 主な病原菌 の

一
種

で あ り，抗生 物質が 過剰に 使用さ れ る こ とに よ りMRSA （Methicillin−resistant
Sraphyloceceus　atrreas ）の 選択的増殖が 起 きて い る 。 MRSA の 正確か つ 迅速な 検出

と保菌者の 隔離予防策の実 施が 不可 欠で あ り，臨床現場で は ポ イ ン トオ ブ ケ ア

（POCT ）に 対応 した検出シ ス テ ム が求め られて い る 。そ こ で ，　 PCR 産物の 簡易

検出方法と して 電気化学的手法に 着目 した。今回 ，我 々 が 開発 して きた 携帯型

の簡易電気化学セ ン サ ーを用い て ，迅 速なMRSA の 検出 を検討した。

【実験方法お よび 結果】
まずMRSA 株を購 入 し、mecA 遺伝子 を タ ーゲ ッ トとして PCR 条件を検討 した 。

そ の 結果、菌数に応 じた PCR 増幅が 認め られ た。そ こで 、　 PCR 産物をDNA の イ

ン タ ーカ レ ータ ーと混合 し電気化学測定を行 っ た 。 電気化学測定に は ．携帯型

の 簡易電気化学セ ン サ ー
（BDT 　miniSTAr 　lOO｝お よ びデ ィ ス ポ ーザ ブル の 小型印

刷電極 を用 い た。測定条件は，LSV，電位掃引 速度 50mV ／sec で 測定を行 っ た。
その 結果，購入 した MRSA 菌株 で は ．菌株 の 濃 度に依存 したボル タ モ グ ラム が

得 られ，迅 速な測定がで きる こ とが示 された。次に病 院内患者か ら得 られた鼻

腔試料 を用 い て検討 を行った。その 結果、ス ワ ブス テ ィ ッ クの 洗浄液か ら直接、
PCR 増幅が可能 であ り、セ ン サ

ー
に よ り測定で きるこ とも示 され た。
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